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シリーズ「チューモク！組合」

砕石とは
　砕石は、
普段は気に
かけること
はあまりな
いと思いま
すが皆さん
の周りにふ
んだんに使
われていま
す。道路、
橋梁、鉄道、
港、空港、上下水道、学校、ビルなど、あらゆる場
所で使用され、インフラの構築に欠かせないものです。
　砕石は、大きく分けて道路工事に用いられる「道
路用砕石」、コンクリートに混ぜられる「コンクリー
ト用砕石」、線路の下に敷かれる「道床バラスト」、
護岸工事などに用いられる「割栗石」に分類されま
す。石は用途に適した良質の山で採取され大きな岩
盤を徐々に小さく砕いていき、ふるいにかけられ選
別され、使用目的別に製品化されます。
　砕石は、戦後の復興、そして高度経済成長を支え

た社会資本
整備の進展
とともに需
要も急激に
増大し、今
日の重要な
産業として
の地位を確
立しました。

生まれ変わる砕石場
　砕石場の跡地は、その環境特性を活かした総合運
動公園やレクリエーション施設などの土地利用とし
て使うことができます。役目を終えた砕石場は、再
び地域の皆様のために使われることになります。
　当組合のなかでは２つの砕石場が役割を終え、植
樹や花壇を設けるなど緑化を行っています。芝桜を

社会の足元を支える砕石
山口県中部砕石協同組合

【組合概要】
　○　理 事 長：塔野　功
　○　組合住所：山口市駅通り１−３−２−306
　○　電話083-921-0686　　FAX 083-921-0687

山口県中部砕石協同組合

組合について
　当組合は４社が砕石業を営んでいます。砕石では
大型の重機や火薬など使用することから安全衛生講
習に力を入れています。
　山口県採石協会、山口県砕石工業組合と連携し、
管理者講習や安全パトロールを行っています。
　組合単独の講習として、AEDの使い方を学ぶ救
急救命、熱中症予防や受動喫煙防止の取組みなど、
組合員・従業員へ安全啓発を行っています。

32トントラックで運ぶ

火薬を入れるための穴を掘る機械
（穿孔機クローラー） 講習会でAEDの使い方を学ぶ

砕石場の跡地に植えられた芝桜

植えている跡地では、土で育てるのとは違い育ちは
あまりよくはありませんが、従業員さんが少しずつ
手入れをして増やしており、きれいな花を咲かせて
います。
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組合TOPICS

山口県化粧品小売協同組合

萩焼協同組合

宇部市土木建設協同組合

　４月23日、山口グランドホテルにて第21回通常総会が開催されました。揚村理事長の挨拶では、「化粧品メー
カーの資生堂の健康食品コンテストを21期連続で達成、また、『KIRYO（キリョウ）』（全国化粧品小売協同組
合連合会と資生堂が共同開発した化粧品店向けブランド商品）の販売目標を達成しており、今期も引き続き達
成を目指していきます。そして、各メーカーとの連携を
密にし、加盟店の拡大、フォローや情報提供の充実等を
通して、業界の発展に寄与していきたいと思います」と
話されました。
　総会後は、各メーカーから推奨商品の説明会が行われ、
現在の「からだによいことは美容によい」「健康を自ら
管理する」傾向の広がりに合わせて、現代人の食の偏り
を補うためのDHA・EPA、美肌効果を高めるコラーゲン
などの健康食品の説明がなされ、出席者は熱心に聞いて
いました。

　５月１日から５日までの５日間、萩市民体育館にて、萩焼協同組合の組合員や他卸小売業者や萩焼窯元の出
展により、第28回萩焼まつりが開催されました。
　会場内では、萩焼の販売はもちろんの事、「Theめし碗」
のコーナーでは、各出展者が薦めるご飯茶碗が展示され
ており、お気に入りの品を見つけて購入されている方も
いました。
　これまでにない取組みとして抹茶や会場限定のコーヒー
を提供するカフェコーナーや、「インスタ映え」を狙っ
たインスタポイントなどが用意されました。
　会場外では物産コーナーや軽食コーナーの設置、夏み
かん菓子や萩の地酒等の販売が行われ、ゴールデンウィー
クのイベントとして定着した会場には多くの来場者が訪
れました。

　５月15日、16日の２日間、組合員を対象とした「ICT建機施工体感セミナー」が開催されました。初日は、
宇部市のヒストリア宇部において市場動向、ICT建機の種類・しくみ、公共工事での活用事例等についての座
学研修を行い、二日目は組合の敷地でICT建機（油圧ショベル、ブルドーザ）の実機試乗を行いました。

　 本 セ ミ ナ ー は、 平 成27年11月 に 国 土 交 通 省 が 打 ち 出 し た
「i-Construction（※）」に対応し、組合員企業の技術力の底上げに
繋げていくことを目的に開催され、参加した組合員からは「建設現
場で進む情報化の実態を体感できる貴重な場なので自社に持ち帰っ
て今後の経営に活かしていきたい」といった声が聞かれました。
　
※ i

アイ

-
-

C
コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン

onstruction…ICT の全面的な活用（ICT 土工）」等の施策を建設現場に導入す
ることによって、建設生産システム全体の生産性向上を図り、もって魅力ある建
設現場を目指す国土交通省が推進する新たな取組みのこと。建設現場の生産性向
上を目指し、建設工事における測量、設計・施工計画、施工、検査の一連の工程
において３次元データなどを活用する。

『第21回通常総会』開催

萩焼業者最大イベント『萩焼まつり』開催

ICTを活用し建設現場の生産性向上を
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みどりの風協同組合

協同組合田布施地域交流館

山口道場門前商店街振興組合

　５月３日から５日の３日間、山口市阿東の船方農場の牧草地にて、みどりの風協同組合（坂本多旦理事長）
主催による恒例の「原っぱ祭り」が開催されました。
　３日間を通じて、誰でも参加でき楽しめるイベントとして、仔牛の体重当て、乳搾り体験、花つりゲーム、

スケッチ大会が行われ、県内外から多くの来場
者が訪れました。
　また５日の「こどもの日」には、大自然に囲
まれた雄大な農場を会場に「草地一周チビッコ
マラソン」が開催され、低学年は1.4㎞、高学
年は1.7㎞の距離を元気よく駆け抜けました。
　農場にはウシ、ヤギ、うさぎ、あひるなどの
かわいい動物たちがいっぱいで、チビッコたち
がエサを与えたり、スケッチをしたりと動物た
ちとのふれあいを楽しみました。

　４月21日、日頃の感謝をこめて、田布施地域交流館三大まつりの『ぴょんぴょこ春まつり』が開催されました。
　春の日差しが気持ちの良いさわやかな天候の中、昨年同様、たくさんの人で賑わいました。
　大鍋一杯に用意した2000食の「ぜんざい無料サービス」はすぐに無くなり、買い物レシートでもれなく引け
る「スーパーくじ」コーナーは長蛇の列が出来て
いました。
　恒例の「じゃんけんポンでビック賞」や「サイ
コロ米すくい」も多くの方が参加し、とても盛り
上がりました。
　その他にも、ヨーヨーつりやスーパーボールす
くい、えび天うどん、ソフトクリーム、桜餅、焼
きとうもろこし、たこ焼き、二重焼き、海鮮バー
ベキュー、綿菓子、馬島の焼きガキ等の販売が行
われ、会場は終始賑やかでした。

　４月29日から30日の２日間、商店街に活気を取
り戻そうと、商店街を食と音楽で彩る「どうもん
ＧＷ祭り」がどうもん広場及び商店街アーケード
内で開かれ、多くの家族連れで賑わいました。
　29日は大道芸人「フーミン」によるステージパ
フォーマンスなど、30日はジャズの演奏家らによ
るジャズのライブパフォーマンスがあり、集まっ
た人達の耳を楽しませました。また、商店街アー
ケードでは、「どうもんグルメバトル」があり、「大
人の逸品」vs「お子さまグルメ」をテーマに、 市
内外から約20の出店が並び、買い物客らが様々な
味を楽しみました。

『ぴょんぴょこ春まつり』開催

『どうもんＧＷ祭り』開催

爽やかな５月の風の中！『原っぱ祭り』開催

組合TOPICS
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■中小企業の抱える課題 　
　市場の低迷、競争の激化、顧客ニー
ズの多様化等厳しい経営環境の中、
人材不足、従業員の高齢化等、中小
企業は多くの課題に直面しており、
内装工事業界も例外ではない。そこ
で組合青年部を中心に支援策を思案
し、実行に取り組むこととし、平成
23年３月、官公需適格組合の証明を
取得し、積極的に共同受注に取り組
んでいる。
　
 ■人材不足解消のための取組み 
　内装工事業が直面している深刻な人材不足を解消するため、新規採用以外に既存人員の生産性を高
め、一人当たりの生産性向上を図ることで、課題解決に取り組むこととした。一つ目の取組みとして、
当組合の取組みや製品を一般消費者等に広く知ってもらう周知活動を行っている。青年部会に「ＰＲ
グループ」を組織して、周南地域のイベントに出展し、親子向け壁紙張り体験や端切れの販売を行っ
ている。当イベントは大変好評で、今後は他のイベントにも参加予定である。二つ目の取組みは各種
講習会、研修会等を青年部会主催で執り行い、各種資格取得の支援、熟練技術の継承を図っている。
毎年１〜２名がインテリアデコレーター資格を取得、現在ではほぼ青年部全員に当たる19名が資格保
有者である。こうした青年部会の取組みは、若手職員のモチベーションやスキルの向上を実現し、組

合員全体の生産性向上を図るための取組
みとなっている。

■成果
　当青年部会の積極的な活動は、内装工
事業界の中でも広く知れ渡ることになり、
取引先である企業の方も当青年部に所属
している。こうしたすべての流通系列が
所属する組合は珍しく、メリットとして、 
商品・クレーム・法律情報を共有するこ
とができ、機動的な対応力を持つことを
実現している。

住　　所　〒744-0004　山口県下松市青柳一丁目３番１号　　電話番号 0833−44−4886
理 事 長　古野　訓章

　全国中小企業団体中央会では、中小企業・小規模事業者や組合等連携組織が、
新たな事業活動への挑戦や組織体制の見直し等を行う際の参考となるよう、知
識や経験・ノウハウの移転・活用につなげることを目的に、課題解決等に先進
的に取り組む組合活動事例について調査・分析、収集・普及を行っています。

山口県室内装飾事業協同組合
若手人材の育成に取り組む青年部

先進組合事例紹介

先進組合
事例紹介

事例①
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山口県の逸品

山口県の食に関わる組合をご紹介します

　企業組合あぶホームメイドは、ふるさとの阿武
町を元気にしたい、私たち自身も生き生きしたい、
ふるさとの特産品で何かできることはないかしら
…。そんな思いから誕生しました。阿武町内に住
むＪＡ女性部員を中心に阿武町を中心とした特産
農産物を原料にした加工品を製造しています。
　今回は、そんな企業組合あぶホームメイドの新
商品である「あぶれーぬ」を紹介します。

◆あぶれーぬ
　 こ の 商 品 は、
阿武町のお土産
品となるお菓子
を開発しようと、
阿武町や組合等
が連携して、自
分たちが作った
ジャムを真ん中

に詰め込んだ“マドレーヌ”です。
　真ん中に詰め込むジャムは、
阿武町の特産品の一つでもある
キウイや梨のジャムです。阿武
町のキウイは昭和40年代に夏み
かんの転作作物として栽培が始
まり、現在では、県内最大の産
地となっており、また、梨も昭
和30年代に栽培が始まって以来
の産地です。
　そんな、キウイと梨のジャム
を真ん中に詰め込み焼き上げた
“マドレーヌ” と “阿武町” のお土産で「あぶれーぬ」
です。ジャムのほどよい甘味とマドレーヌのやわら
かな生地が上手に絡み合った逸品に仕上がっていま
す。
　そんな「あぶれーぬ」は、「道の駅阿武町」等で
販売していますので、是非、ご賞味下さい。

組合名　企業組合あぶホームメイド
理事長　伊藤　節子
住　所　山口県阿武郡阿武町大字奈古2249
電話番号　08388-2-2275

あぶれーぬ

企業組合あぶホームメイド 阿武郡
阿武町

新規会員組合紹介
協同組合地域総合サービスセンター

春の叙勲受章おめでとうございます。

《組合概要》
　“あなたの生活をサポートします” をモッ
トーに大工工事等のリフォームや剪定作業等
の樹木管理、ハチの巣の駆除等の害虫駆除、
ハウスクリーニング等の生活支援、ホームペー
ジ製作等のＩＴ業務の「５つのひきだし」を
もって、共同受注事業等を行うことにより、
各組合員事業の円滑化と、より安定的な経営
を図ることを目的として設立されました。

理 事 長　内田　浩一
住　　所　 岩国市由宇町由宇崎

８番19号
電話番号　0827-35-4884

旭日双光章（中小企業振興功労） 岡　本　博　之 様 （山口県中小企業団体中央会　副会長）
  （下関鋳造鉄工協同組合　理事長）
  （株式会社カネヤス　取締役会長）
旭日双光章（生活衛生功労） 宮　川　　　力 様 （山口県旅館ホテル生活衛生同業組合　理事長）
  （株式会社常盤旅館　会長）
旭日小綬章（産業振興功労） 岡　田　幹　矢 様 （元　徳山商工会議所　会頭）
  （新南陽鉄工団地協同組合　理事）
  （徳機株式会社　取締役会長）

理事長
伊藤　節子 さん
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平成26年度補正
（事業類型）　 　革新的サービス　一般型　設備

投資のみ
（会社概要）　 　生まれ故郷の周防大島町へＵ

ターンし、平成24年１月に個人事業
として創業しました。「周防大島の
恵みに感謝し、安全で品質の高い
食材を多くの消費者に提供する」と
いう経営理念の下に、より多くの消費者に当社の製造する食材を提供すべく、今
後の事業拡大を見据えて、平成27年４月に法人化しました。独自開発品［オイルサー
ディン］［ひじっ好（味付ひじき）］の生産・販売と新村水産生産品［浮島いりこ］
の販売を行っています。

（事業概要）　 　当社の主力商品である「オイルサーディン」のブランド化・高品質化・生産能力の向上・販路拡大
に向けて、設備（フィッシュカッター、プレハブ冷凍庫、Ｘ線異物検出装置）を新規導入しました。そ
れにより、下ごしらえが自社でできるようになり、周防大島産「かたくちいわし」を使った周防大島ブラン
ドとしての「オイルサーディン」を確立することができました。さらに、品質、生産能力の向上を図ること
ができたため、販路の拡大にもつながりました。今
後は、本事業の遂行により雇用創出を図るほか、

UJIターンな
どを含めた
創業支援を
していきたい
と考えていま
す。

ものづくり補助金活用事例紹介

「ものづくり補助金活用事例紹介」

「ものづくり補助金活用事例紹介」

シリーズ

シリーズ

その63

その64

平成25年度補正
（事業類型）　 　ものづくり技術　一般

型　設備投資のみ
（会社概要）　 　当社は、昭和58年７月に

創業しました。樹脂（材料：
アクリル、塩ビ、MC ナイ
ロン、ポリアセタール、ベー
クライト）で、カバーやロー
ラー等、半導体・医療・自動車・プラント関連機械装置部品の一貫製作（切削
〜溶接〜組立）を行っています。顧客の求める品質、単価、納期等、ニーズにで
きるだけ近づけるように取り組んでおります。

（事業概要）　 　当社の顧客である半導体・自動車・プラント業界から要請があった、樹脂加工一貫製作（切断
〜溶接〜組立）について、NC 旋盤、マシニングセンターに加えて最新NC ルーターを導入し、
高品質・短納期に対応できる一貫製作体制の構築を行いました。導入後、従来は作業員が２人必
要であった工程を１人で作業可能になるなど作業時間の短縮ができ、他の作業を行う時間ができ
たことで短納期を実現するととも
に、品質の向上も図ることができ
ました。

代表取締役
山片　啓嗣 氏

代表取締役
新村　一成 氏

　NCルーター導入を機に従来設備と合わせて複雑な
形状に対応することと、「接着」や「曲げ」など昔なが
らの数値化できない熟練した技術との融合を行い、品
質と作業効率を改善し、顧客の求める短納期、高精度
への要求に応えることで、既存の顧客からのさらなる
受注を増やすとともに、立地条件の優位性を生かした
鉄道車両関係、石油化学コンビナート関係からの新規
顧客を増やしていきたいと思っています。

当社は、「地元である周防大島町を中心とし
た瀬戸内海で採れる良質な水産物を加工し
て、より多くのお客様に提供することで、多
くの人々に豊かな瀬戸内の幸を実感していた
だきたい」を理念に創業しました。当社の事
業が周防大島の活性化につながることを目指
しています。将来的には世界中の人に瀬戸内
の海の幸を実感していただくことが夢です。

株式会社ヤマカタプラスチック
〒745-0121　山口県周南市須々万奥544−43
TEL：0834-88-2180　FAX：0834-88-2216
URL：http://yamakata-p.com

株式会社オイシーフーズ
〒740-1231　山口県大島郡周防大島町大字土居1001-51
TEL：0820-73-1113　FAX：0820-73-1116
URL：http://www.oisea.com/

『最新NCルーター導入における医療・自動車製造ライン部品の生産性と品質の向上』

『安全で高品質な周防大島産ブランド「オイルサーディン」の生産力強化と販路拡大』

プラスチック樹脂加工品NCルーターの導入

フィッシュカッターオイルサーディン
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景況動向

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

業 種 別 の 景 況
業　　　種 前年同月比 前月比

製

造

業

食 料 品 →
繊 維 工 業 →
木 材 ･ 木 製 品 →
印 　 刷 →
窯 業 ･ 土 石 製 品 →
一 般 機 器 →
輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →

小 売 業 →

商 店 街 →
サ ー ビ ス 業 →

建 設 業 →
運 輸 業 →
そ の 他 →

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

　４月の業種別景況の前月比ＤＩ値は14業種の
内、好転が３業種、昨年同等が７業種、悪化が
４業種となり、全体の景況感ＤＩ値も３月に比
べ悪化した。
　繊維工業では仕事量が確保できており、また
商店街でも売上が好調な店舗が複数あったとの
報告があったが、小売業、サービス業では売上
の減少から、利益確保が厳しいとの報告があっ
た。
　山口県の中小企業は、人件費や原材料費のコ
ストアップから収益が悪化しており、慢性的な
人手不足が続いている。

月次景況調査結果
※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合

（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

平成30年4月期
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景況動向

情報連絡員報告

製

造

業

食 料 品
○　雇用状況が多少改善されつつあるが、賃金が上昇している。 （パン・菓子製造業）
○　売上は対前年同月比でほぼイーブンである。平日の来客数と売上はともに好調で

あるが、土日の業績が低下している。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業

○　連休前までの納品が終わり、引き続き追加の発注がある。仕事量は確保できている
ものの資材等の調整がうまくいっていない。 （外衣・シャツ製造業　萩市）

○　求人を出しても希望者がおらず、給与条件等を良くしようにも業界の水準を大きく
上回ることは難しい。人材の雇用に力を注ぎたい。

 （外衣・シャツ製造業　山陽小野田市）
木 材 ・
木 製 品

○　生産が少しずつ増えている。 （製材業・木製品製造業　山口市）
○　民間事業の受注に苦労している。 （製材業・木製品製造業　下関市）

印 刷 ○　中旬までは受注があったが、後半にかけて伸び悩んだ。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　出荷量は、対前月比105％、対前年同月比100％。セメント・骨材等の資材調達は問
題なく、生コン価格は安定している。 （生コンクリート製造業）

一 般 機 器 ○　年度始めだが全体的に良好である。慢性的な人手不足で受注機会を損失している。
 （一般機械器具製造業）

輸 送 機 器 ○　鉄道車両・半導体製造・産業プラント部門ともに繁忙な状況が続いている。
 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業 ○　時化の多い時期のため魚の入荷が少なくなっている。 （生鮮・魚介卸売業）
○　気温の上昇に伴う飲料商品の売上増加に期待。 （各種商品卸売業）

小 売 業

○　主力メーカー商品の欠品が続いており、売り損じが発生している。 （化粧品小売業）
○　品物や提供サービスが動き始め、新規の仕入れや投資が活発になってきた。
 （各種商品小売業　岩国市）
○　客数・売上ともに前年同月を下回る状況。 （各種商品小売業　長門市）
○　入学、新学期シーズンに伴い、来街者数が増加傾向。 （各種商品小売業　下関市）

商 店 街
○　パート・社員ともに採用が厳しく、人手不足が続く。婦人服はやや上向き、化粧品、

雑貨小物、ネイルサロンは好調であった。 （山口市）
○　しばらく新規出店もなく、厳しい状況が続いている。 （宇部市）
○　全体的に人の動きが増えだした。商店街全体に影響することを期待。 （萩市）

サービス業

○　天候不順のため、景気動向が見えにくい。 （理容業）
○　人手不足が続き、機会ロスが発生している。 （スポーツ・健康教授業）
○　天候によって仕事量が左右されている。各社で値上げや仕事を得る工夫をして売上

高を維持できるよう努力しているが、利益確保が難しい。 （普通洗濯業）
○　宿泊者数が減少。飲食・宴会に関しては回復傾向である。 （旅館業）

建 設 業
○　全般的に工事量は減少しているが、人手不足で苦労している事業所もある。 （左官業）
○　公共工事の発注が少なく、入札しても他地域の業者に指名が入ったり、抽選で決め

たりされるので、なかなか受注できない状況。 （土木工事業　周南市）

運 輸 業

○　輸送関係は、稼働車両不足ながらも輸出と国内向け物流は活発で対前年同月比約
1.3％のプラスとなった。 （一般貨物自動車運送業　下松市）

○　輸送受注は対前年同月比プラスとなった。４月より運賃見直しの兆しが出てきた。
 （一般貨物自動車運送業　防府市）
○　荷物の情報は多いが、空き車両の情報が少ない。 （一般貨物自動車運送業　宇部）
○　予約数は低迷が続いており、客を待つ時間が長くなっている。
 （一般旅客自動車運送業　下関市）
○　タクシー乗務員は慢性的に不足し稼働率が下がっており、配車が大幅に遅れる状況

もある模様。４月前半は取扱金額のマイナスが続き、不安定な状態。
 （一般旅客自動車運送業　周南市）

そ の 他 ○　永続的な人材不足と介護給付の減少により経営困難な事業者が多い。 （介護事業）

　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

平成30年4月期
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中央会ＰＲ／お知らせ

◎　年度更新の手続について
　 　労働保険に係る平成29年度分の確定保険料と平成30

年度分の概算保険料の申告・納付手続は６月１日から
７月10日までの間に行ってください。

◎　電子申請、電子納付について
　 　電子申請を行うこともできます。また、申告書を電

子申請した場合には電子納付を行うこともできます。
　 　詳細については、電子政府の総合窓口　http://

www.e-gov.go.jp/ をご覧ください。
　 　６・７月の２ヶ月間、山口労働局労働保険徴収室に、

労働保険手続きに係る電子申請体験コーナーを設置す
ることとしておりますので、是非ご活用ください。

◎　申告書受付相談会の開催について
　 　県内各地において、申告書の記入相談・受理、保険

料の納付などができる「申告書受付相談会」を行いま
すので、ご利用ください。

お問合せ先
　山口労働局労働保険徴収室　☎083-995-0366
　ホームページ　http://yamaguchi-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

事業主の皆様へ  労働保険の年度更新手続等について −お知らせ−

2018年度版　中小企業白書・小規模企業白書が公表されました
　2018年版中小企業白書では、アンケート調査結果に併せて、生産性向上に取り組む中小企業の事例が豊富に紹介さ
れています。中小企業に生産性向上に向けたヒントを提供することを目指す実践的な白書となっています。
　第１部では、最近の中小企業の動向について、中小企業の経常利益は過去最高水準にあり、景況感も改善傾向であ
ること等が示されています。また、中小企業の労働生産性や経営の在り方等について分析を行っています。
　第２部では、人手不足の現状を分析した上で、中小企業の生産性向上に向けた取組について分析を行っています。
具体的には、業務プロセスの見直し、人材活用面の工夫、IT利活用、設備投資、M＆Aを中心とする事業再編・統合
について取り上げています。

詳しくは、中小企業庁のホームページ
http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/180420hakusyo.html　をご覧ください。

木間ふれあい祭り（菖蒲園祭り）
内　　容： 花菖蒲の見頃を迎えた木間での豊かな

自然を堪能出来るイベント
　　　　　　９：00〜 うどん、炊き込みご飯、米の

すくいどり、おぼろ豆腐
　　　　　　10：00〜軽トラ販売（野菜他）
　　　　　　13：00〜神楽舞披露
　　　　　　14：00〜もちまき
日　　時：平成30年６月10日㈰　９：00〜16：00
場　　所：〒758-0063
　　　　　山口県萩市山田636－１
　　　　　木間地域活性化センター
問合せ先：企業組合木間加工センター
　　　　　（0838-27-0200）

萩の瀬つきあじ祭り
内　　容： 萩沖・日本海の逸品「瀬つきあじ」が

主役のグルメイベント
　　　　　瀬つきあじ、あじの惣菜即売
　　　　　萩の瀬つきあじ開き、寿司の無料試食
　　　　　 あじ引っ掛け獲り（参加無料・小学生

以下先着100名）
日　　時：平成30年７月１日㈰　10：00〜13：00
場　　所：〒758-0011
　　　　　山口県萩市大字椿東4160－61
　　　　　 山口県漁協萩地方卸売市場＆道の駅／

萩しーまーと
問合せ先： ふるさと萩食品協同組合（道の駅萩しー

まーと）（0838-24-4937）

組合イベント案内 EVENT
Informat ion
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　店舗を活用した創業者の増加による雇用の場の創出を図り、もって地域経済の活性化に資することを目
的に、山口県商店街振興組合連合会の事務局内に「店舗活用創業応援センター」を設置し、創業希望者と
空き店舗をつなげ、店舗を活用した創業の促進を図っていきます。

山口県商店街振興組合連合会（担当：水野）
山口市中央四丁目５番16号　山口県商工会館　TEL 083-922-2606

中央会ＰＲ／お知らせ

創業希望者と空き店舗をつなげます！

※前売券については、中央会にて斡旋しますので、ぜひご利用ください。

平成30年度空き店舗活用創業促進事業

お問い合せ……

コーディネーターによる伴走型支援  
・首都圏創業セミナー
・やまぐち暮らし応援センター紹介  

・ネットワーク
 構成団体の紹介  

・センターＨＰ
　（平成30年10月開設予定）
・来所 

〈事業の流れ（イメージ図）〉

創業希望者
の相談  

空
き
店
舗
を
活
用
し
た

新
規
創
業
者
数
の
増
加

・各支援機関の支援から最適な
　メニューを選択して紹介

セミナー ・創業希望者の個別ニーズを具体化

マッチング ・ニーズに合った店舗を全県から紹介

個別支援

まちづくりセミナー等により創業者を育てる機運を醸成 



山口県中小企業団体中央会
〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　 Fax 083-925-1860
HP http://axis.or.jp/
印刷製本　株式会社 桜プリント社

　私たちは、上関町の豊かな自然の中で育まれた農林水産物を原材料に、弁
当や惣菜、菓子等の加工、販売を通じて、地域住民への食の提供や女性の働く
場づくりなど、上関町の地域活性化を「食」で支える女性企業を目指して活動
しています。
　「道の駅上関海峡」や「鳩子の湯」等で商品を販売しておりますので、お近
くにお越しの際には、お立ち寄り頂き、当組合の商品を手に取って見て下さい。

☆企業組合アップル
理事長　田中　京子
〒742-1402　熊毛郡上関町大字長島180−19
☎ 0820-62-0219

企業組合アップルのみなさん

2018
Jun

カガヤキ
　　ビト

１．日　　時　平成30年９月12日㈬　午後２時30分〜４時30分
２．場　　所　上七軒歌舞練場（来賓・中央会代表者・表彰者会場）
　　　　　　　（京都市上京区今出川通七本松西入真盛町742）
　　　　　　　西陣織会館（組合代表者・物産展会場）
　　　　　　　（京都市上京区堀川通今出川南入竪門前町414）
　　　　　　　※２会場に分けて開催されます。
３．参 加 者　約1,700名
４．参 加 料　１人　6,000円
５．主　　催　全国中小企業団体中央会、京都府中小企業団体中央会
お問い合わせ先　山口県中小企業団体中央会　管理・企画課（担当：平田・竹中）
　　　　　　　☎083−922−2606

中小企業団体全国大会のご案内第70回

多数のご参加をお待ちしております。


